
尼崎の 「冬の風物詢 大覚寺節分会

大党寺身振り狂言

大寛専で毎年 2月 SIの 鯨分姿(本 堂atの第吉で上よされらIr.勝 】め能と南め大蚊

の音を辞奈に せ りふなして '張 けだけヽ積しられな。

平成 10年 座 地 城社会で長年にわたりZ力 し 伝 茂文化を守り青ててさた,つ嘔 められ

浜碑床 |ふるさと貿 ヒ策Jを 受賃

はじまり

大を寺文書 (古ズ書の内 中 せ文合 5さ点は環指定封 じめ のⅢてこ 天 採 11年 (IB401

に狂舌力1率納されてV たヽ配白夢あることが契張となり市約 らヽ明治にかFtて海偽えていた

身張 り左青の貧活を望と有意が 療 者在■ |こと大念仏在=Jヽ 有名な京都=生 今の強力を

終て 昭 和28年 の鯨分から在乱

大覚寺身張り狂言師

平成18年 生 (殉 め , らヽ昭和 10年 生 (1悦幻 章での有な22お (平成 02年 節分現在〉

ヽ昨販。現在3代 自 4代 骨の者L芸 していうが 使 承以外ヽ核迎していう。

演 目

14妊 言師 中村超大毎氏から指尊を受けた r節夕E弘J「右弁とJ「田コ■Jのほかに 大

党車によ,こ 革 電法師にまつ,あ伝向を毒〔した |十三Ljや  かつて大覚寺があつtt大

切を涼■に 源転極と,力 前の別れを描いた確菓「船弁と!=嬢 所1こした1夫萌芝格Jなど

鬼僚の医史や大■寺の古文書にとちく作品にも取り極ルヽV るヽ。

身振り狂青春納舞台

平成17年 (顔的 身毎,奉古な活的年を砲なして竹報舛`姦 弟競 には 大受寺

暮例を碗両る富可時代り換暮,(■ 佐翔=作 米ロタリーア英術お開い)か し、在吉の尼峰

の韓辺のあ駐 翻度を 日 本面家の五世長か J穴情氏1こよつて描"れ た


